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■第103回薬剤師国家試験出題例

第103回国試　問104（参考正答率22％　解答番号１、２）

　ジクロロメタンを溶媒として、同じ物質量の塩化ベンゾイルとベンジル

アミンとを室温で反応させたところ、塩化べンゾイルのほぼ半量が生成物

に変化したところで反応が停止した。この反応を再度行うにあたって、反

応条件を改善して、塩化ベンゾイルのほぼ全量を生成物に変換したい。改

善方法として適切なのはどれか。２つ選べ。

１　ベンジルアミンに対して１当量以上のトリエチルアミンをさらに加

　える。

２　ベンジルアミンの量を２倍にする。

３　塩化べンゾイルの量を２倍にする。

４　ジクロロメタンの代わりにメ夕ノールを溶媒として用いる。

５　ジクロロメタンの量を半分にする。

■出題例のPOINT

　本設問は、生成物の正誤ではなく、反応の収率が低い要因を考え、適切な改

善方法を考える問題です。暗記ではなく、化学の理解が問われています。

■領域における学習方法のアドバイス

　化学は「知識の積み重ね」が重要です。基本事項をしっかり理解し、化学反

応や医薬品化学について、与えられた構造から判断できるようにしましょう。

　生物

■領域における特徴、出題傾向

　近年、図表や実験操作などから情報を読み取り、判断することで答えを導き

出す、「考える問題」「応用力を必要とする問題」の出題が増え、さらには「科

目をまたいだ問題」の出題も見られています。

■第103回薬剤師国家試験出題例

第103回国試　問223（参考正答率46％　解答番号３、５）

　この男性が海水浴の際に経験した皮膚症状を含め、日焼けに関する記述

のうち、正しいのはどれか。２つ選べ。

１　海水浴後に生じる紅斑には、炎症性メディエーターによる血管収縮が

　関わる。

２　紫外線曝露による色素沈着は、主として肥満細胞におけるメラニンの

　産生増強による。

３　メラニンは、チロシンから生合成される。

４　色素沈着は、通常、紅斑・水疱が生じる前に起こる。

５　紫外線曝露は、ＤＮＡ鎖上にピリミジン二量体を生じさせる。

　衛生

■領域における特徴、出題傾向

　薬剤師になり薬局やドラッグストアで働いていると、「お腹が痛いから薬を

ください」と来局される方がいます。原因は様々ですが、その一つとして食中

毒が考えられます。もしも、食中毒であれば患者情報から状況を推測しなけれ

ばなりません。その時に、発生件数が多い食中毒や、注目されている食中毒を

意識していると的確な対応ができます。

■第103回薬剤師国家試験出題例

第103回国試　問124（参考正答率80％　解答番号１、４）

　食中毒に関する記述のうち、正しいのはどれか。２つ選べ。

１　蜂蜜にはボツリヌス菌の芽胞が含まれることがあるため、腸内細菌叢

　が未熟な乳児が蜂蜜を摂取すると、ボツリヌス症を発症し、呼吸困難や

　呼吸停止に陥ることがある。

２　生魚摂取により生じるクドアやアニサキスなどの寄生虫による食中毒

　は、生魚を長時間冷凍しても防ぐことはできない。

３　ジャガイモの芽や皮の部分に多く含まれるソラニンやチャコニンは熱

　に不安定なため、加熱処理によりこれらによる食中毒を防ぐことがで

　きる。

４　イヌサフランの球根にはコルヒチンが含まれるため、誤食すると呼吸

　不全等を起こし、死に至ることがある。

５　シガテラの原因となる魚類は主に熱帯から亜熱帯にかけて生息してい

　るため、わが国ではシガテラ発症の報告はない。

■出題例のPOINT

　近年、発生件数が多い食中毒や、死亡する可能性がある食中毒が出題されて

います。

■領域における学習方法のアドバイス

　食中毒は時事問題の出題が見られるため、日頃から新聞やニュースに目を通

しておくことが大切です。気になった記事があったら少しだけ時間を取って調

べてみましょう。

■出題例のPOINT

　「日焼け」という身近な症状が「日焼け止め」の問題（実務）と共に出題さ

れました。紫外線曝露による炎症から日焼けが起こる流れ、各反応の特徴を整

理しましょう。

■領域における学習方法のアドバイス

　組織の構造や糖質・脂質など生体成分の構造、代謝など、一つひとつの知識

を早い時期に習得することがカギです。そこから、構造とその代謝を関連づけ、

生体内で何が起こっているのかをイメージできるようにしましょう。また、他

科目と関連する範囲は知識をつなげ、国試に向けてステップアップしていきま

しょう。
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